
人口と世帯（平成 20年 4月 1日現在）　1,743 世帯　（+1）　男 2,685 人（+2）　女 2,830 人（－4）　計 5,515 人（－2）
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　長いようで短かった中学校生活。会場を後にするのはなご

り惜しいと思いますが４月からは新しい出会いが待っていま

す。悔いの無いように次の道を歩んでください。

　　　　　　　　　　　　　　（３／１３片品中学校体育館）
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休日の病院（緊急時）
4月 　5月

今月の
納期は

国 民 健 康 保  険 税    第 1 期

納期は　4月 30 日（水）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！
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19 日（土）　沼田脳神経外科
20 日（日）　利根中央病院
26 日（土）　月夜野病院
27 日（日）　内田病院

003 日（土）　国立沼田病院
004 日（日）　沼田脳神経外科

10 日（土）　利根中央病院
11 日（日）　月夜野病院

せ  い  ら 

命名

将来どんな人になってほしいですか
名前のようにきれいな心と素直で明るく元気
な子になってほしいです。

（父）松井　龍二（母）かね子さん（鎌　田）のお子さん

醒蘭ちゃん 平成１９年 4月６日生まれ さん萩原　麻那
はぎわら       ま　な

22 歳
（父）政伸　（母）一二三さん

片品村大字東小川

３．片品をどう思いますか
　自然がたくさんで四季を楽しめ、
　すてきなところだと思います。
　若い人からお年寄りまでもが楽
　しく暮らせる村にしたいです。

１．何処へお勤めですか 　
　ＣＤＳペットクリニックです。

２．趣味は何ですか　
　和太鼓とドライブです。

４．村内のおすすめスポットは　
　岩鞍のゆり園がいいですね。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　尾瀬太鼓をやっているので演奏の時見に来てください。

５．好きな異性のタイプ　
　父みたいな人。
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女の子だったら花の名前を使いたかった
ので蘭と、醒は星のように澄みきったき
れいな心と言う意味があるので醒蘭決め
ました。

６．目標があれば教えてください　
　店を持つこと。

そ  う  た

草太ちゃん 平成１９年 4月１9日生まれ
（父）藤井　尚之（母）友恵さん（菅　沼）のお子さん
命名　　　　春、雪に埋もれていた草木が

ニョキニョキあらわれる生命力があふ
れる頃。そんな春を想い、ふさわしい
名前をと思い、いくつかの候補の中か
ら、お産にも立ち会ってくれた友人の
願いのこもった「草太」に決めました。
将来どんな人になってほしいですか

感じる心「センスオブ ワンダー」を持ち続け、しっかりと
大地に足をつけ、まわりの人をあたためるおてんとさまの
ような、色々な事をみんなと共有出来るような人になって
ほしいと思います。
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卒業生は１名だが例年通りの次第で

★
婚
姻
さ
れ
た
方
 2
組

○
佐
川　

武
彦　
　

東
小
川

　

玉
榮　

サ
オ
リ　

東
京
都

○
萩
原　

裕
基　
　

戸
倉

　

峰　
　

静
香　
　

大
阪
市

29日（火）　月夜野病院

005 日（月）　利根中央病院
006 日（火）　月夜野病院
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平成 20年度村予算

の 33 億 9千 3百万円
歳　入

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

568,768
75,000
1,500
900
500

50,000
40,000
3,500
3,500

1,450,000
1,600
66,040
22,362
316,545
267,777
6,510
1

117,000
90,000
94,597
217,000
3,393,000 3,355,000 38,000

539,334
75,000
1,500
900
500

50,000
40,000
3,500
5,000

1,450,000
1,600
61,551
22,728
336,055
296,753
13,147

1
117,000
90,000
22,431
228,000

29,434
0
0
0
0
0
0
0

△　1,500
0
0

4,489
△　366

△　19,510
△　29,076
△　6,637

0
0
0

72,166
△　11,000

村　　　　　　　　　税
地　方　譲　与　税
利　子　割　交　付　金
配　当　割　交　付　金
株式譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地　方　交　付　税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国　庫　支　出　金
県　　支　　出　　金
財　　産　　収　　入
寄　　　　附　　　　金
繰　　　　入　　　　金
繰　　　　越　　　　金
諸　　　　収　　　　入
村　　　　　　　　　債

村民税、固定資産税、軽自動車税など。
片品村では、自動車重量譲与税と地方道路譲与税。
預金利子等の所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定配当等の額に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定株式等譲渡所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
消費税５％のうち、国４％地方１％（県１／２、市町村１／２）
自動車取得税の一定額が村道の延長と面積を基準に交付。
ゴルフ場利用税の７割が交付。
児童手当の拡充、減収補てん（住民税）、特別交付金
村の収入額と支出額の差を国が交付。歳入の４割超。
交通反則金を配分。道路交通安全施設整備に充当。
保育料、給食費、特定健診負担金など。
村営住宅や体育施設の使用料、放牧料、証明手数料など。
児童手当負担金、まちづくり事業補助金、合併浄化槽補助金など。
県税徴収負担金、ダム対策補助金、社会福祉・障害福祉補助金など。
土地、建物の貸付料、基金の預金利子など。
村民や各種団体からの寄附。
村の貯金（主に財政調整基金）からの繰入れ。
前年度決算後の余剰金。
花の駅使用料、貸付金元利収入など。　雑収入。
借入れ金。過疎対策事業債、臨時財政対策債。

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計

款 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明
( 単位：千円 )

歳　出
1.
2.
3.

4.

5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.

70,521
442,406
523,870

470,515

71
164,713
61,904
689,690
161,115
315,429

13
385,753
105,000
2,000

3,393,000

71,308
491,159
508,848

446,214

87
156,890
68,654
659,533
135,902
308,875

13
467,417
38,100
2,000

3,355,000

△　787
△　48,753
15,022

24,301

△　16
7,823

△　6,750
30,157
25,213
6,554
0

△　81,664
66,900

0
38,000

議　　　　会　　　　費
総　　　務　　　費
民　　　生　　　費

衛　　　　生　　　　費

労　　　　働　　　　費
農　林　水　産　業　費
商　　　　工　　　　費
土　　　　木　　　　費
消　　　　防　　　　費
教　　　　育　　　　費
災　害　復　旧　費
公　　　　債　　　　費
諸　　　　支　　　　出
予　　　　備　　　　費

村議会の活動に要する経費。
人事、企画、財政、情報政策、徴税、戸籍、選挙、交通安全など。
障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、福祉医療、保育所など。
国保・介護各会計への支出。
総合検診、予防接種、環境衛生、健康管理センター、　老保・簡水・
後期高齢各会計への支出
職業訓練協会、職業安定協会等への負担金。
農業委員会、農業土木、農業・畜産振興、林業・水産業費など
商工業振興、観光振興。
道路、橋梁、公園、除雪経費など。下水道会計への支出。
広域消防への負担金、消防団経費など。
学校教育、生涯学習、スポーツ振興など。
大雨、暴風、地震などの災害による被災施設の復旧費。
村債の元金・利子、一時借入金の利子。
観光施設事業特別会計への補助。
予算外の支出または予算超過の支出に充てる経費。

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計

款 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明
( 単位：千円 )

744,524
57,822
110,148

385,982
385,452
20,000
98,769
320,027
257,116
51,089

735,839
610,862
122,480

352,393
352,338

0
44,499
288,329
207,721
ー          

8,658
△　553,040
△　12,332

33,589
33,114
20,000
54,270
31,698
49,395
ー          

国　民　健　康　保　険
老　　　人　　　保　　　健
簡　易　水　道　事　業
観　光　施　設　事　業
収 　 益 　 的 　 収 　 入
収 　 益 　 的 　 支 　 出
資 　 本 　 的 　 収 　 入
資 　 本 　 的 　 支 　 出
介　　　護　　　保　　　険
下　水　道　事　業　等
後　期　高　齢　者　医　療

社会保険、共済組合等の加入者以外の医療費給付事業。
後期高齢者医療特会に移行。前年度分の処理のために存続。
６つの簡易水道事業の管理運営。

経営による収益。
収益を上げるための経費。

企業債、長期借入償還金。施設建設改良費。
介護予防、介護サービス事業。
農集排、特環公共下水道事業の整備及び管理運営。
７５歳以上（一定の障害等がある人は６５歳以上）の者の
医療費給付事業。老人保健特会から制度変更。運営は広域連合。

尾瀬ロッジ、オグナほたかスキー場、武尊牧場観光施設の経営管理。

特 　 別 　 会 　 計 　 名 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明
( 単位：千円 )平成 20 年度特別会計予算
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平成 20年度村予算

平成 20年度の村の予算が決まりました。

一般会計前年度比1.1％増
　平成２０年度の一般会計及び特別会計の予算は３月６日開会の定例村議会において、きめ細かい審議

を経て３月１４日原案どおり可決されました。一般会計の予算は、３３億９千３百万円で前年度に比べ

１．１％の増となりました。

・地上デジタル放送片品中継局工事負担金
・消防自動車整備（戸倉）
・小型消防ポンプ整備（下小川、穴沢）
・児童手当の拡充
・長獣害防止柵工事（穴沢・牛の平）
・林道整備（白井沢・大沢閑野・奥鬼怒）
・新摺渕橋架設
・東俣線復旧工事

・村営住宅修繕
・尾瀬単独国立公園記念事業（文学賞）
・自治総合センターコミュニティ助成金（各区に液晶テレビ）
・まちづくり交付金事業
・大御堂屋根修繕補助金
・給食ｾﾝﾀｰ冷蔵庫
・中央簡易水道送配水管敷設事業（簡易水道特別会計）
・北部地区下水道整備事業（下水道特別会計）

平成 20 年度予算の主な事業

村税
16.8% 地方譲与税

2.2%

地方消費税交付金
1.5%

自動車取得税交付金
1.2%

ゴルフ場利用税交付金
0.1%

分担金及び負担金
1.9%

使用料及び
手数料
0.7%

国庫支出金
9.3%

県支出金
7.9%

財産収入
0.2%

繰入金
3.4%

繰越金
2.7%

諸収入
2.8%

村債
6.4%

地方特例交付金
0.1%

地方交付税
42.7%

歳　入
3,393,000
( 単位：千円 )

歳　出
3,393,000
( 単位：千円 )

総務費
13.0%

民生費
15.4%

衛生費
13.9%

農林水産業費
4.9%商工費

1.8%

土木費
20.3%

消防費
4.7%

教育費
9.3%

公債費
11.4%

議会費
2.1%

予備費
0.1%諸支出

3.1%
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と
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摺渕　飯塚恵美子さん土出　海老澤八重子さん
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任 

の 

ご 

あ 

い 

さ 

つ

元
・
片
品
村
教
育
長

　
　
　

須
藤　

澄
夫

万　

謝
就 

任 

の 

ご 

あ 

い 

さ 

つ
　

去
る
三
月
末
日
を
も
っ
て
村
教
育
長

を
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

在
職
中
は
皆
様
に
信
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
し
の
間
で
も
よ
い
か
ら
と
い
う
勿

体
な
い
ご
依
頼
を
う
け
、
浅
学
非
才
の

私
が
村
の
重
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
一
年
目
に
待
ち
う
け
て

い
た
の
は
故
星
野
賢
二
村
長
の
急
逝
と

い
う
大
危
機
で
し
た
。

　

そ
の
年
度
は
同
時
に
冬
の
国
体
も
あ

り
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
危
機
管
理
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
行
政
に

空
白
は
つ
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
仕
事
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
二
年
分
く
ら

い
の
働
き
を
し
た
？
と
い
う
の
は
当
方

の
独
り
合
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
年
目
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
教
育

の
本
務
に
正
対
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
村
の
教
育
に
お
け
る
現
状
を

把
握
し
、
そ
こ
か
ら
課
題
を
発
見
し
、

そ
し
て
対
策
案
を
俎
上
に
の
せ
吟
味
し

て
実
施
す
る
。
い
か
な
る
仕
事
で
も
こ

の
原
則
が
大
事
と
心
得
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
方
々
の
お
蔭
で
何
と
か
ク
リ
ア

ー
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

三
年
目
は
将
来
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
土
台
を
築
く
と
い
う
目
標

を
も
ち
ま
し
た
。
細
か
く
記
す
余
裕
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
要
な
検
討
委
員
会

等
を
立
ち
上
げ
、
一
応
の
責
任
は
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
よ
ろ
と
し
た
歩
み
な
が
ら
も
、

目
標
に
直
進
で
き
た
の
は
、
村
民
の
皆

新
た
な
出
会
い
に
感
謝

片
品
村
教
育
長

　

飯
塚　

欣
彦

　

教
職
に
憧
れ
、
東
京
で
の
仕
事
を
辞

し
て
吾
妻
東
小
に
赴
任
し
た
の
が
25
歳
。

そ
の
後
、
伊
香
保
小
中
学
校
に
勤
務
、

12
年
間
、
子
ど
も
た
ち
と
の
数
々
の
思

い
出
を
文
集
や
学
級
だ
よ
り
に
綴
っ
て

き
た
。

　

地
域
連
携
に
関
心
を
持
ち
社
教
主
事

を
取
得
、
こ
の
機
に
県
教
育
委
員
会
の

勤
務
と
な
る
。
世
界
ス
プ
リ
ン
ト
ス
ケ

ー
ト
、
冬
季
国
体
、
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
、

国
民
文
化
祭
等
の
準
備
に
携
わ
り
、
10

年
間
に
「
イ
ベ
ン
ト
屋
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
県
内
外
を
問
わ
ず
様

々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
人
に
出
会
い
、

多
く
を
学
ぶ
中
で
い
つ
し
か
「
協
働
」

を
熱
弁
す
る
行
政
マ
ン
に
な
っ
て
い
た
。

　

渋
川
生
ま
れ
の
私
に
は
「
片
品
」
は

尾
瀬
を
訪
れ
る
際
に
通
り
過
ぎ
る
村
だ

っ
た
が
、
地
域
創
造
課
の
６
年
間
に

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社  
・ 

片
品
」  「
群
馬

県
幹
部
会
議
」
等
を
通
し
て
、
多
く
の

村
の
人
に
出
会
い
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思

い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
陰
で

 「 

○
○
さ
ん
」  

と
気
軽
に
呼
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
な
か
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

感
動
が
中
学
生
の
合
唱
曲
「
か
た
し
な
」

を
聞
い
た
時
の
こ
と
だ
。    「
自
分
た
ち

の
村
が
好
き
だ
、
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら

し
い
所
だ
」
と
歌
う
姿
に
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
尾
瀬
太
鼓
の
見
事
な
バ
チ

さ
ば
き
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

軽
快
な
動
き
、
バ
ザ
ー
で
「
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
声
張
り
上
げ
る
子
、
高
校
生
の
自
信

に
満
ち
た
尾
瀬
ガ
イ
ド
役
等…

、
い
ろ

ん
な
場
面
で
気
に
と
め
る
よ
う
に
な
り
、

素
直
な
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
に
感
激
、

い
つ
し
か
片
品
の
良
さ
を
家
族
だ
け
で

な
く
出
会
っ
た
人
に
も
語
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

机
の
引
出
し
に
は
「
こ
こ
ろ
の
住
民

証
」（
片
品
村
役
場
平
成
17
年
11
月
24

日
発
行
）
が
大
事
に
し
ま
っ
て
あ
る
。

当
時
の
村
長
の
粋
な
計
ら
い
で
「
○
○

が
あ
っ
た
時
、
帰
っ
て
お
い
で
よ
片
品

に
。
あ
な
た
の
ふ
る
里
『
片
品
』
へ
」

と
書
い
て
あ
る
。
今
回
の
新
た
な
出
会

い
に
感
謝
、
恩
返
し
の
つ
も
り
で
「
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
。

様
の
お
陰
、
信
に
お
陰
さ
ま
で
す
。
末

尾
な
が
ら
万
謝
（
ば
ん
し
ゃ
）
申
し
上

げ
、
片
品
村
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

尾 

瀬 

の 

郷 

親 

善 

大 

使 

新 

た 

に 

８ 

名 

委 

嘱

　

去
る
２
月
１
日
付
け
で
８
名
の
尾
瀬

の
郷
親
善
大
使
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
親
善
大
使
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
福
田
一
郎
様　

兵
庫
県
姫
路
市　

　

国
際
友
好
奉
仕
セ
ン
タ
ー
所
長

・
北
川
大
介
様　

東
京
都
赤
坂　

　

歌
手

・
石
山
由
美
子
様　

東
京
都
清
瀬
市

　

野
菜
の
ソ
ム
リ
エ

・
関　

範
夫
様　

神
奈
川
県
横
須
賀
市

　

元
教
師 （
片
品
に
林
間
学
校
で
来
村
）

・
今
井
隆
一
様　

東
京
都
武
蔵
野
市　

　

写
真
家

・
宗
次
郎
様　

東
京
都
台
東
区　

　

オ
カ
リ
ナ
奏
者

・
大
内
莊
久
様　

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

　

尾
瀬
林
業
（
株
）
社
長

・
小
暮
真
望
様　

埼
玉
県
東
松
山
市

　

版
画
家

　

新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
８
名
の
方
を
加

え
30
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

片
品
村
の
魅
力
を
宣
伝
し
て
頂
く
と

共
に
、
村
外
か
ら
見
た
片
品
村
に
対
す

る
意
見
、
提
言
な
ど
を
し
て
頂
き
、
村

づ
く
り
に
協
力
頂
き
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
で
魅
力
あ
る
農
業
経
営
！　

３
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定
調
印

　

３
月
25
日
、
役
場
２
階
に
お
い
て
第

６
回
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
相
互
に
責
任
あ

る
経
営
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
近
代
的

介
し
ま
す
。

　

式
の
中
で
は
、

出
席
し
た
農
家

を
代
表
し
て
千

明
秋
男
さ
ん
が

 「 

片
品
の
特
徴

を
活
か
し
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。 

」
と
決
意
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

　　

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
家

族
経
営
協
定
の
普
及
を
進
め
、
よ
り
合

理
的
で
近
代
的
な
農
業
経
営
に
取
り
組

む
農
家
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て
は
、
村
農

業
委
員
会
ま
た
は
地
元
の
農
業
委
員
さ

ん
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
農
業
経
営
を
確
率
す
る
と
共
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
あ
い
、
健
康

で
民
主
的
な
明
る
い
家
庭
の
建
設
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
３
家

族
の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
で
村
内
で
は
23

組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

協
定
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
確

だ
っ
た
休
日
や
報
酬
、
労
働
時
間
な
ど

を
家
族
で
話
し
合
い
、
協
定
書
に
記
載

し
て
い
ま
す
。

調
印
式
で
は
、
農
業
委
員
会
長
の
ほ
か
、

村
長
、
議
員
、
片
品
農
協
組
合
長
及
び

利
根
農
業
事
務
所
農
業
振
興
課
次
長
ら

が
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
ご
家
族
の
皆

さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
書
に
署
名
、
捺

印
。
そ
の
後
お
互
い
に
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
３
家

族
の
経
営
主
と
、
経
営
作
物
な
ど
を
紹

経営主 地区 主な経営作業

星野　一好さん

千明　秋男さん

金子　桂介さん

須賀川

築地

東小川

大根、紫陽花、水稲

大根、りんご

トマト、大根、水稲

ブルーベリー

摺
渕
橋
の
橋
名
板
完
成

　

現
在
架
け
替
え
を
行
っ
て
い
る
摺
渕

橋
の
橋
名
板
の
下
書
き
を
、
地
元
の
武

尊
根
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
に
依
頼

し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
そ
の
製
品
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

片
品
川
・
星
野
和
華
子
さ
ん

　

摺
渕
橋
・
星
野
あ
す
実
さ
ん

　

す
る
ぶ
ち
は
し
・
星
野
政
喜
君

　

平
成
二
十
年
三
月
完
成
・
に
つ
い
て

は
小
林
洋
人
君
（
写
真
左
）
と
篠
原
辰

弥
君
の
合
作
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
建
設
課
）

　

自
主
自
立
の
片
品
村
に
と
っ
て
、

尾
瀬
国
立
公
園
の
誕
生
を
始
め
、
椎

坂
ト
ン
ネ
ル
事
業
の
前
進
、
御
座
人

橋
の
架
替
事
業
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
事

業
や
塗
川
砂
防
の
決
定
、
年
２
万
人

が
来
る
尾
瀬
学
校
事
業
の
決
定
な
ど
、

片
品
村
へ
の
大
き
な
追
い
風
を
感
じ

て
い
ま
す
の
で
こ
れ
を
活
か
し
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
始
め
、
更
に
住
み
よ

い
村
を
目
指
し
て
、
村
民
と
共
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
の
一
つ
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は 

、

村
民
の
方
々
を
は
じ
め
尾
瀬
の
郷
親

善
大
使
な
ど
多
く
の
皆
様
の
お
力
を

借
り
て
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と

な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政

改
革
も
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
を
始
め
、
村
民
皆
様
の
暖
か

な
ご
支
援
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
�
�
�
�
�

片
品
村
長　

千
明
金
造
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第
8
区　

優
勝
！

平
成
19
年
度

　

社
会
体
育
総
合
優
勝

　

昨
年
５
月
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

開
幕
し
た
社
会
体
育
の
区
対
抗
競
技
も

３
月
の
ス
キ
ー
大
会
を
も
っ
て
、
平
成

19
年
度
の
競
技
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し

た
。

　

村
民
運
動
会
を
は
じ
め
各
競
技
に
お

い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、

第
８
区
が
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　

　

平
成
20
年
度
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
幕
を
開
け
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
野
球
大

会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
第
50

回
を
迎
え
る
村
民
運
動
会
と
３
月
の
ス

キ
ー
大
会
と
６
大
会
で
総
合
優
勝
が
争

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
詳
し
い
結
果
と
平
成
20
年
度

の
各
区
持
点
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

兼
片
品
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　

３
月
18
日 （
火
）、 

か
た
し
な
高
原
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
各
区
の
代
表
選
手
と

選
手
権
申
込
者
約
７
０
名
が
参
加
し
、

第
19
回
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会
兼
第
39
回

片
品
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

成
年
男
子
B　

　
　

優　

勝　
　

吉
野　

良
孝
（
６
区
）

　
　

準
優
勝　
　

萩
原　

大
介
（
７
区
）

　
　

第
三
位　
　

笠
原　

高
広
（
５
区
）　

　

成
年
男
子
C

　
　

優　

勝　
　

千
明　

邦
昭
（
８
区
）

　
　

準
優
勝　
　

千
明　

俊
和
（
３
区
）

　
　

第
３
位　
　

星
野　
　

博
（
３
区
）

　

壮
年
男
子
A　

　
　

優　

勝　
　

入
澤
登
喜
夫
（
５
区
）

　
　

準
優
勝　
　

戸
丸　

志
郎
（
３
区
）

　
　

第
３
位　
　

星
野　
　

祥
（
１
区
）

　

壮
年
男
子
B　

　
　

優　

勝　
　

萩
原　

壮
児
（
７
区
）

　
　

準
優
勝　
　

入
澤　

長
二
（
５
区
）

　
　

第
３
位　
　

萩
原　

行
芳
（
７
区
）

　

成
年
女
子
A　

　
　

優　

勝　
　

笠
原　
　

和
（
５
区
）

　
　

準
優
勝　
　

千
明　
　

優
（
３
区
）

　
　

第
３
位　
　

星
野　

未
来
（
１
区
）

★
区
対
抗

　
　

優　

勝　
　

第
３
区

　
　

準
優
勝　
　

第
５
区

　
　

第
３
位　
　

第
７
区

★
片
品
選
手
権

　

成
年
男
子
A

　
　

優　

勝　
　

萩
原　

一
平
（
７
区
）

　
　

準
優
勝　
　

本
多　

雅
也
（
６
区
）

　
　

第
３
位　
　

大
竹　

英
樹
（
１
区
）

　

成
年
女
子
B　

　
　

優　

勝　
　

星
野　

京
子
（
６
区
）

　
　

準
優
勝　
　

萩
原
美
千
代
（
６
区
）

　
　

第
３
位　
　

横
坂
エ
ツ
子
（
５
区
）

　

個
人
総
合
優
勝　

　
　

男　

子　
　

萩
原　

一
平
（
７
区
）

　
　

女　

子　
　

笠
原　
　

和
（
５
区
）　

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
選
手

選
手
を
待
ち
受
け
る
応
援
者

３／１２～全日本スキー技術選手権大会

（苗場）129 位　萩原一平

３／２３　群馬県Ｊｒスキー大会第３戦

（大回転　ＷＷ尾瀬岩鞍　）

（小学生高学年女子）優勝　横坂直美　

（小学生高学年男子）４位　八須賀崚太

　　　　　　　　　  ６位　入澤佑弥

（中学生女子）　　　  ３位　星野　梓

３／２４～関東スキー選手権大会

（ＷＷ尾瀬岩鞍　）

（女子大回転）準優勝　桑原由布子

（男子大回転）５位　萩原一平

（女子回転）　  ４位　植田美菜　

　　　　　　  ６位　桑原由布子

（男子回転）　  優勝　萩原一平

公式スキー大会記録コーナー

片 品 村 社 会 体 育 総 合 優 勝 制 度平成１９年度得点表

翌年度各区持ち点：不参加種目については、その得点は「０」であるが、持ち点計算上は６位と７位の
　　　　　　　　　中間得点「２．５」を獲得したものとして、次年度持ち点から差し引く。

総合得点が同点数となった場合は、持ち点の少ない区を上位とする。

翌年度各区持ち点

第１区 第２区 第３区 第４区 第５区 第６区 第７区 第８区
12.0 23.5 9.5 14.5 7.0 8.0 20.0 0.0

区

順位 3 2 5 6 5
得点 3 6 7 4 3 4
順位 3 8 5 7 7
得点 5.5 1 2.5 2 2
順位 2 6 5 6 3 1
得点 7 3 2.5 3 6 8
順位 5 5 5 4 5 4
得点 4 4 2.5 5 4 5
順位 3 4 3 8 1 2
得点 5.5 5 5.5 1 8 7
順位 7 1 3 1 4 6
得点 1.5 8 5.5 8 5 3
順位 7 7 5 3 8 3
得点 1.5 2 2.5 6 1 6
順位 1 2 1 2 2 7
得点 8 7 8 7 7 2

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

野球大会 グラウンド
ゴルフ大会 村民運動会

大会名　ソフトボール
    　大会 ゴルフ大会 スキー大会 獲得得点Ａ 持ち点Ｂ 得　点

Ａ＋Ｂ 順　位

27.0 16.0 43.0 2

13.0 22.0 35.0 7

5

29.5 6.5 36.0 6

24.5 13.0 37.5

3

32.0 0.0 32.0 8

31.0 11.5 42.5

1

19.0 22.0 41.0 4

39.0 5.0 44.0

6

わが 家 の 自 慢 料 理
ようかん 作成者　　　　　　下平：高橋　美子さん

材料（4人分）

○１人分の栄養価（1/30 個分）　　　　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー203Kcal　　蛋白質：7.4ｇ　　脂質：0.5ｇ　　塩分：0.1ｇ

作り方

◇あずきの効能

～あずきを使った料理～

・ビタミンＢとカリウム、食物繊維が豊富でかっけや高血圧症・便秘に効果があります。

・疲労回復や夏バテ防止にも効果があります。

①あずきをやわらかくなるまで煮て、ザルで漉

　してから、布巾でよく搾る。　

②寒天はちぎって、少量の水に浸しておく。鍋

　で寒天を煮とかしたあとザラメを一気に入れ

　溶けるまでよくかき混ぜる。

③②に①を入れて煮込む。（蓋はせず、弱火で２

　時間くらい）時々焦げないようにかき混ぜ、最後に塩を少々入れる。

④容器に流し込み冷やす。

あずき…………５合

棒寒天…………２本（15ｇ）

砂糖……………１㎏

（ざらめ）

塩………………少々

・ ザラメを使うとあずきの色がよくなります。

・あずきを３～４回漉すとなめらかになります。

◇ワンポイント

３
月 

国 
民 
年 
金 

広 

報

�
�
�
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�
�
�
�
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「
ま
ー
こ
の
子
は
『
つ
べ
ー
』
子
だ
」。
・
・「
ま
ー
こ
の
子
は
『
つ
ぼ
っ
て
ー
』
子
だ
」・
・
お
母
さ

ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
、
ス
ヤ
ス
ヤ
眠
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
、
周
囲
の
人
た
ち
が
口
々
に
い
う
。

赤
ち
ゃ
ん
は
た
だ
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ほ
ほ
笑
ま
し
い
昔
日
の
光
景
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
本
当
に
可
愛
ら
し
い
。
宝
物
で
す
。

　

さ
て
、「
つ
べ
ー
」「
つ
ぼ
っ
て
ー
」
で
す
が
、「
円
い
」＝「
つ
ぶ
い
」
の
訛
語
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
円
」＝「
つ
ぶ
ら
」。「
円
円
」＝「
つ
ぶ
つ
ぶ
」
の
よ
う
に
、
丸
々
と
し
て
可
愛
ら
し
い
さ
ま
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
片
品
で
の
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
最
大
限
の
誉
め
こ
と
ば
で
す
。

　
「
ま
ー
」
は
、
片
品
こ
と
ば
に
よ
く
使
わ
れ
る
接
頭
語
で
し
ょ
う
。

　

因
み
に
、
あ
の
丸
沼
も
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の
上
野
国
絵
図
に
は
「
つ
ぶ
ら
沼
」 

と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
「
丸
い
沼
」
で
す
ね
。

　
「
つ
っ
か
け
」
は
「
掛
け
る
」
の
強
調
語
、「
わ
ん
な
」
は
片
品
こ
と
ば
で
「
罠
」
の
こ
と
で
す
。

　
「
つ
っ
か
け
わ
ん
な
」
は
、
物
事
を
始
め
途
中
で
「
投
げ
や
り
・
放
っ
た
ら
か
し
」
に
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。

　

罠
猟
で
獲
物
を
捕
る
た
め
「
わ
ん
な
」 

を
仕
掛
け
る
。
そ
の
後
も
、 「
位
置
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
か
？
」

「
罠
の
角
度
は
？
」「
獲
物
が
掛
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
な
ど
絶
え
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
事
も
そ
の
後
が
大
事
で
す
。「
投
げ
や
り
・
放
っ
た
ら
か
し
」
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

用
例
と
し
て
は
「
何
も
か
も
『
つ
っ
か
け
わ
ん
な
』
に
し
て
、
一
体
ど
う
い
う
つ
も
り
か
」
な
ど
で

す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、 

こ
の 「
つ
っ
か
け
わ
ん
な
」 ・
・
・
表
現
の
仕
方
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

大
竹
将
彦

　　

近
年
、
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
片
品
村
の
方
言
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
「
方
言
は
無
形
の
文
化
遺

産
」
こ
れ
を
残
し
、
ま
た
生
か
す
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
長
く
片
品
村
の
方
言
収
集
や
語
源
調
査
、
ま
た
使
用
例
な
ど
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
文
化

財
調
査
委
員　

大
竹
将
彦
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
き
、
連
載
で
「
片
品
村
の
方
言
」
と
し
て
掲
載
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

片�

品�

村�

��

方�

言

片�

品�

村�

��

方�

言



08

ニュース

広 報 か た し な        H20 . 04

ニュース
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３ 

月 

議 

会 

が 

開 

催 

さ 

れ 

ま 

し 

た

　

３
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日
間
、

３
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
年
度
当
初
予
算
、
19
年
度
補
正
予

算
や
条
例
の
制
定
な
ど
重
要
な
議
案
が

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・  

片
品
村
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に

関
す
る
条
例

　

役
場
の
職
員
が
、
公
務
に
関
す
る
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大
学
で
学
ん

だ
り
国
際
貢
献
活
動
を
し
た
り
す
る
た

め
に
休
業
出
来
る
こ
と
を
定
め
た
条
例

で
す
。

・  

片
品
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
し
て
片
品

村
が
行
う
事
務
や
保
険
料
の
納
期
な
ど

を
定
め
た
条
例
で
す
。

・  

片
品
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
な
ど
か
ら

特
別
徴
収
に
よ
っ
て
徴
収
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

・  

片
品
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

住
基
カ
ー
ド
の
新
規
申
請
者
へ
の
交

付
手
数
料
を
平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度

の
３
年
間
に
限
り
無
料
に
す
る
た
め
の

改
正
で
す
。

・  

片
品
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・  

片
品
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例・  

片
品
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
ら
３
条
例
の
改
正
は
、
地
方
公

務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
関
連
す
る

村
の
条
例
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

・  

片
品
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

老
年
者
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
が
急
激

に
上
昇
す
る
方
の
保
険
料
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
措
置
を
平
成
18
年
度
及
び

19
年
度
に
引
き
続
き
、
20
年
度
も
実
施

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

・  

片
品
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
材
料
費
の

値
上
が
り
の
た
め
、
ご
み
の
指
定
袋
の

価
格
を
10
枚
当
た
り
５
円
値
上
げ
す
る

改
正
で
す
。

・  

片
品
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
既
に
融
資
を
受

け
て
い
る
資
金
の
借
換
え
の
特
例
期
間

を
１
年
間
延
長
す
る
改
正
で
す
。

・  

片
品
村
土
地
開
発
基
金
を
廃
止
す
る

条
例

　

現
在
の
財
政
状
況
と
今
後
の
総
合
的

な
計
画
を
考
慮
し
て
片
品
村
土
地
開
発

基
金
を
廃
止
し
ま
し
た
。

・  

片
品
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

役
場
の
課
の
統
合
に
伴
い
、
観
光
産

業
常
任
委
員
会
の
所
管
か
ら 「
事
業
課
」

と  「
生
活
環
境
課
」  

を
削
除
す
る
改
正

で
す
。

・  

片
品
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る

所
得
割
と
均
等
割
の
税
率
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

・  

片
品
村
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
学
生
の
入
院
に
係
る
医
療
費
の
患

者
負
担
を
無
料
に
す
る
改
正
で
す
。

（
小
学
６
年
生
ま
で
は
、
入
院
・
通
院

と
も
す
で
に
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

◎
当
初
予
算

　

一
般
会
計
を
始
め
、
新
し
く
で
き
た

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
ま
で
８
予

算
案
が
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
補
正
予
算

・
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
基
金
繰
入

金
な
ど
が
増
額
と
な
り
、
歳
出
で
は
観

光
施
設
事
業
特
別
会
計
へ
の
貸
付
金
及

び
補
助
金
、
片
小
・
武
小
の
パ
ソ
コ
ン

整
備
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
、
合
計
で
８

億
２
０
０
０
万
円
余
り
の
増
額
補
正
と

な
り
ま
し
た
。

・  

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

保
険
給
付
費
の
増
額
、
老
人
保
健
拠

出
金
の
減
額
な
ど
が
あ
り
、
約
４
０
０

万
円
の
減
額
補
正
に
な
り
ま
し
た
。

・  

老
人
保
健
特
別
会
計

　

医
療
給
付
費
な
ど
の
減
額
が
あ
り
、

１
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
補
正
に
な

り
ま
し
た
。

・  

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
・
歳
出
と
も
事
業
の
確
定
等
に

よ
る
額
の
調
整
で
あ
り
、
約
７
４
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

・  

観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

　

収
入
で
１
３
０
万
円
あ
ま
り
、
支
出

で
２
２
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
補
正
に

な
り
ま
し
た
。

・  

介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
で
国
庫
支
出
金
・
支
払
基
金
交

付
金
等
が
、
歳
出
で
保
険
給
付
費
、
基

金
積
立
金
等
が
減
額
さ
れ
、
合
計
４
８

０
万
円
ほ
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

・  

下
水
道
事
業
等
特
別
会
計

　

建
設
費
の
減
額
が
あ
り
、
１
９
０
万

円
ほ
ど
の
減
額
補
正
に
な
り
ま
し
た
。

◎
請
願
・
陳
情

群
馬
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
代
表

・  

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
中
止

・  

撤
回
を
求
め
る
請
願
（
一
部
採
択
）

日
本
熊
森
協
会
会
長

・   「 

長
獣
被
害
防
止
特
措
法 

」   

関
連
予

算
を
、
鳥
獣
補
殺
で
は
な
く
自
然
林
復

元
と
被
害
防
除
に
使
う
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
不
採
択
）

　

一
部
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
は
、

内
閣
総
理
大
臣
等
に
意
見
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

◎
一
般
質
問

２
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

・  

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
実
現
に
向
け

て
の
対
策
に
つ
い
て

・  

高
齢
者
の
生
活
交
通
に
対
す
る
取
り

組
み
方
に
つ
い
て

・  

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
高
齢
者
の
生
活
交

通
の
実
現
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
美
明
議
員
）

・  

１
区
上
郷
道
路
バ
ス
運
行
へ
の
地
元

要
望
に
つ
い
て

・  

バ
ス
の
小
型
化
と
村
の
施
策
に
つ
い

て・  

バ
ス
運
行
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
と
バ

ス
運
行
費
の
配
分
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
丸
廣
安
議
員
）

◎
そ
の
他

・  

教
育
委
員
任
命
の
同
意

　

須
藤
澄
夫
教
育
長
の
辞
任
に
よ
り
欠

員
と
な
る
教
育
委
員
に
飯
塚
欣
彦
氏

  (

渋
川
市)  

を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

・  

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

片
品
村
３
人
目
の
人
権
擁
護
委
員
に

青
木
博
子
さ
ん
（
摺
渕
）
が
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

・  

指
定
管
理
者
の
指
定

　

戸
倉
区
が
片
品
村
戸
倉
地
区
公
園

 （
十
二
ノ
森
公
園 

）  

の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　今回、片品村をはじめとする尾瀬地域の皆さんを対象
にして、尾瀬地域におけるヘルスツーリズム（健康づく
りのための観光旅行）の意義、その魅力、将来展望等に
ついての理解を深めるため、下記のようなヘルスツーリ
ズム・オープンセミナーを開講いたします。

尾瀬地域ヘルスツーリズムオープンセミナーのご案内

●テーマ
尾瀬地域におけるヘルスツーリズムの展開を考える　
●開催概要
日時：平成 20 年 4月 22 日 （火） 14：00 ～ 16：00
場所：片品村役場農林研修室　　　　　　
主催：尾瀬地域ヘルスツーリズム推進研究会

●セミナー
セッション１（14:10 ～ 14:50）40 分
宮地正典（NPO健康保養ネットワーク常務理事）
「新しい観光旅行～ヘルスツーリズムとは何か」
セッション２（14:50 ～ 15:20）30 分
樫村修生（東京農業大学大学院教授）
「医学的面からみた尾瀬ヶ原トレッキングと健康づくり」

●対象：ヘルスツーリズムに関心のある片品村民お
　　　　よび近隣住民
●定員：１５０名（先着順）
●受講料：無料
●問い合わせ先：尾瀬地域ヘルスツーリズム推進研究会

●事務局：東京農業大学大学院博士後期課程
        （田園都市研究所）　一場 ( いちば ) 博幸 ( ひろゆき )
          
                                047-438-5944　　Fax047-438-5944
　　　　　　　　　　メール：BXE01156@nifty.com

セッション３（15:20 ～ 15:40）20 分
一場博幸
（東京農業大学大学院博士後期課程・田園都市研究所長）
「尾瀬片品地域における
              ヘルスツーリズムのニーズとその展開上の課題」
セッション４（15:40 ～ 16:00）20 分
フロアの参加者を交えた意見交換

　3/25 （火） 夕方 6:30 ～花の駅・   片品   「花咲の湯」  のイベントホールにおいて上毛かる
た大会を行いました。 参加者は  97 名と今までで最も多く、  遠くは昭和村からも参加があ
りました。 子供達だけではなく、  審判、 読み手など大人の方々にも参加して頂き、本当に
ありがとうございました。

第 10回花の駅かるた大会

結果
高学年　団体の部　優勝　八須賀　崚　太
　　　　　　　　　　　　小　暮　大　輝　
　　　　　　　　　　　　星　野　由　朔

低学年　団体の部　優勝　田　邊　瑞　来
　　　　　　　　　　　　星　野　美　菜　
　　　　　　　　　　　　須　藤　麻　衣

第二部 団体の部　優勝　星　野　あす実
　　　　　　　　　　　　星　野　政　喜
　　　　　　　　　　　　千　明　礼　乃

高学年　個人の部　優勝　光　井　薫　乃

低学年　個人の部　優勝　梶　原　千　鶴

第二部　個人の部　優勝　星　野　亜　実

　

片
品
村
景
観
条
例
に
基
づ
き
諮
問
の
あ
り
ま
し
た
�
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
�

に
つ
い
て
�
慎
重
審
議
し
ま
し
た
結
果
次
の
と
お
り
村
長
に
答
申
い
た
し
ま
す
�

・
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
�
に
つ
い
て
は
�
広
く
村
民
か
ら
募
集
す
る
�

・
指
定
に
つ
い
て
は
�
専
門
家
の
意
見
を
入
れ
る
も
の
と
す
る
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�
む
ら
づ
く
り
観
光
課
�

片
品
村
景
観
審
議
委
員
会
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平 

成 

二 

十 

年 

度　
　

片 

品 

村 

役 

場 

職 

員

課
 
長

課
 
長

教
育
長

副
村
長

村
　
長

星
野
　
咲
織

小
柳
　
勝
治

萩
原
　
一
彰

深
見
　
ま
み

星
野
　
重
吉

山
崎
　
康
広

小
林
　
恵
一

星
野
た
か
子

星
野
　
喜
市

桑
原
　
正
典

川
田
　
貴
広

星
野
　
純
一

小
林
　
智
春

狩
野
　
佳
之

川
合
　
美
孔

井
上
憲
一
郎

星
野
　
幹
也

大
竹
　
篤
保

星
野
　
孝
行

萩
原
　
睦
久

星
野
　
勝
彦

佐
藤
　
八
郎

星
野
　
準
一

飯
塚
　
欣
彦

萩
原
　
重
夫

千
明
　
金
造

（
給
セ
）

（
教
委
）

（
総
務
）

（
昇
任
）

（
事
業
）

（
出
納
）

所　
　
長

〃

(

臨
時)

所　
　
長

〃 〃

(

臨
時)

所　
　
長

　
〃
　
　
介
護
支
援

支
援
セ
・
保
健
師

〃 〃
保
健
師

課
　
長

星
野
　
と
み

星
野
ふ
じ
ゑ

星
野
　
裕
子

吉
野
も
も
え

鹿
野
三
枝
子

宮
田
　
和
子

千
明
　
友
香

中
村
　
勝
美

林
　
　
欣
子

林
　
　
秋
子

千
明
久
美
子

佐
藤
日
出
美

大
竹
　
克
枝

原
澤
　
千
歳

星
野
　
幸
子

星
野
久
美
子

住
谷
　
真
里

金
子
　
和
代

高
山
　
慶
子

星
野
　
市
子

星
野
　
賀
代

大
竹
　
和
美

萩
原
　
里
美

小
林
　
由
里

鏑
木
　
　
勲

狩
野
　
久
良

戸
丸
　
徳
子

倉
田
　
秀
和

吉
野
　
耕
治

星
野
あ
き
江

桑
原
　
和
一(

片
保
）（
昇
任
）

(

片
保
）

（
昇
任
）

(

南
保
）

(

北
保
）

（
県
民
局
派
）

(

農
建
）

課
　
　
長

農
共
済
派
遣

課
　
　
長

〃

(

臨
時)

須
藤
　
錦
作

星
野
　
英
二

石
坂
　
幸
喜

佐
藤
　
裕
昭

清
水
　
　
泰

星
野
　
勝
志

梅
澤
　
康
明

萩
原
　
明
富

金
子
　
賢
司

木
下
　
浩
美

飯
塚
　
睦
夫

千
明
　
新
一

桑
原
　
　
護

三
浦
　
幸
治

星
野
　
一
忠

戸
丸
　
幸
生

金
子
小
百
合

青
木
　
　
厚

高
山
　
昭
弘

金
子
　
　
学

鈴
木
　
幸
光

桑
原
　
信
一

戸
丸
　
権
次

武
藤
　
秀
文

須
藤
　
育
美

星
野
　
孝
俊

星
野
　
朋
美

桑
原
健
一
郎

星
野
ト
ミ
江

松
浦
　
華
恵

鹿
野
　
三
江

星
野
　
洋
子

千
明
ま
ち
子

萩
原
　
　
均

（
事
業
）

（
県
か
ら
）

(

農
建
）

（
生
環
）

（
事
業
）

（
生
環
）

（
生
環
）

（
総
務
）

（
教
委
）

（
生
環
）

（
生
環
）

（
生
環
）

（
事
業
）

（
事
業
）

(

北
保
）

局
　
　
長

〃 〃 〃 〃 〃

（
臨
時
）

栄
養
士

所
　
　
長

　
片
中
公

　
武
小
公

　
片
南
公

　
片
北
公

　
片
小
公

外
国
語
指
導
助
手

次
　
　
長

局
　
　
長

千
明
　
長
三

星
野
ふ
き
子

小
浜
　
貞
夫

狩
野
 
　
六

千
明
　
博
治

草
地
ゆ
り
ゑ

入
澤
　
幸
重

永
井
し
づ
子

星
野
　
松
江

林
　
　
清
子

須
藤
美
江
子

原
澤
　
博
美

星
野
　
一
男

須
藤
　
松
子

星
野
　
育
美

星
野
　
澄
子

田
村
恵
美
子

入
澤
　
晴
海

ロ
ー
ラ
タ
ジ
マ

樋
口
　
　
徹

高
橋
　
卓
也

須
藤
　
幸
夫

中
村
　
　
学

三
浦
さ
く
子

大
竹
　
光
一

千
明
建
太
郎

田
村
　
利
夫

星
野
　
照
子

萩
原
　
正
信

星
野
　
城
二

戸
丸
　
貴
雄

清
野
さ
お
り

星
野
　
秀
弘

（
尾
瀬
ク
）

（
保
福
）

（
む
ら
観
）

（
住
民
）

（
新
採
用
）

（
事
業
）

（
県
派
遣
）

局
　
長

局
　
長

観
光
協
会

（
臨
時
）

矢
野
明
功
（
む
ら
観
）

保
坂
直
行
（
保
福
）

萩
原
都
喜
子
（
片
保
所
長
）

萩
原
正
夫
（
事
業
係
長
）

萩
原
栄
作
（
総
務
係
長
）

笠
原
市
雄
（
生
環
課
長
）

星
野
芳
弘
（
農
建
課
長
）

小
林
　
勝
寿

高
橋
　
政
樹

小
林
登
志
喜

小
林
　
正
久

星
野
　
晃
一

星
野
　
寿
之

高
山
　
耕
一

高
橋
　
裕
之

三
浦
由
妃
恵

小
林
　
郁
夫

星
野
　
幸
雄

松
田
ひ
と
み

倉
田
　
　
剛

永
井
　
利
和

宮
崎
　
晴
郎

梅
澤
　
正
子

星
野
　
弘
美

　 　

（
教
委
）

鎌
田
児
童
館

農
林
建
設
課

議
会
事
務
局

給
食
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
事
務
局

県
に
戻
る
職
員

む
ら
づ
く
り
観
光
課

片
品
南
保
育
所

会
計
管
理
者
（
室
長
）

住
 
民
 
課

出
 
納
 
室

総
 
務
 
課

片
品
北
保
育
所

片
品
保
育
所

保
健
福
祉
課

　

平
成
二
十
年
度
役
場
及
び
関
係
機
関
の

職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
氏
名
の
下

の
（　

）
内
は
前
の
所
属
課
等
で
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
県
か
ら
）

夫
澄
藤
須

（
教    

育    

長
）

退
職
者
20
・
3
・
31

星
野

子
（
南
保
所
長
）

◎
区　

長

　

第
一
区
長　

星　

野　

純　

一

　

第
二
区
長　

星　

野　

本　

三

　

第
三
区
長　

星　

野　

光　

義

　

第
四
区
長　

千　

明　
　
　

清

　

第
五
区
長　

入　

澤　
　
　

誠

　

第
六
区
長　

梅　

澤　
　
　

章

　

第
七
区
長　

萩　

原　

康　

寿

　

第
八
区
長　

千　

明　

和　

一

◎
区
長
代
理

　

第
一
区
長
代
理　

星
野　

時
夫

　

第
二
区
長
代
理　

桑
原　

幸
雄

　

第
三
区
長
代
理　

戸
丸
日
出
夫

　

第
四
区
長
代
理　

山
崎　

隆
雄

　

第
五
区
長
代
理　

入
澤　
　

宏

　

第
六
区
長
代
理　

萩
原　

金
一

　

第
七
区
長
代
理　

萩
原　

和
美

　

第
八
区
長
代
理　

佐
藤　

八
郎

◎
組　

長

　

須
賀
川　
　

星　

野　

三
喜
男

　

御
座
入　
　

星　

野　

公　

平

　

菅　

沼　
　

星　

野　
　
　

学

　

築　

地　
　

千　

明　

太　

彦

　

下　

平　
　

田　

邊　

順　

一

　

摺　

渕　
　

星　

野　

本　

三

　

幡　

谷　
　

桑　

原　

幸　

雄

　

鍛
冶
屋　
　

佐　

藤　

一　

正

　

栃
久
保　
　

戸　

丸　

日
出
夫

　

登　

戸　
　

今　

泉　

和　

好

　

山　

崎　
　

栗　

原　

功　

一

平 

成 

二 

十 

年 

度 

役 

員 

名 

簿

　

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

片
品
小
学
校

◎
転
出

教
諭

　

金
子　

重
子
（
退
職
）

教
諭

　

石
川　

淳
子
（
沼
田
東
小
）　　
　
　

教
諭

　

飯
塚　

孝
也
（
前
橋
・
中
川
小
）

◎
転
入

教
諭

　

友
松　

真
樹
（
薄
根
中
）

教
諭

　

小
川
勇
之
助
（
新
採
用
）

教
諭

　

植
木　
　

毅
（
沼
田
北
小
）

教
諭

　

阿
部
さ
お
り
（
利
南
東
小
）

片
品
北
小
学
校

◎
転
出

教
頭

　

高
井　

信
彦
（
沼
田
小
）

教
諭

　

山
口　

緑
恵
（
高
崎
・
新
高
尾
小
）

◎
転
入

教
頭

　

宇
敷　

一
郎
（
前
橋
・
清
里
小
）

教 

職 

員 

人 

事 

異 

動

教
諭

　

青
木　

洋
子
（
榛
東
・
北
小
）

教
諭

　

春
日　
　

大
（
武
尊
根
小
）

教
諭

　

富
澤　

雅
士
（
昭
和
東
小
）

片
品
南
小
学
校

◎
転
出

校
長

　

川
田　

幸
夫
（
薄
根
小
）

教
諭

　

高
橋　

直
美
（
昭
和
南
小
）

教
諭

　

桑
原　

敏
江
（
川
場
小
）

教
諭

　

櫻
井　

耕
介
（
退
職
）

◎
転
入

校
長

　

堤　
　

義
樹
（
猿
ヶ
京
小
）

教
諭

　

小
尾　

悦
子
（
沼
田
北
小
）

教
諭

　

齋
藤
久
美
子
（
白
沢
小
）

武
尊
根
小
学
校

◎
転
出

教
諭

　

小
林　

康
子
（
昭
和
南
小
）

教
諭

　

田
島　

晃
代
（
升
形
小
）

教
諭

　

春
日　
　

大
（
片
品
北
小
）

養
護
教
諭

　

大
塚　

恵
子
（
池
田
中
）

事
務
主
事

　

飯
塚　

裕
俊
（
安
中
総
合
学
園
高
校
）

◎
転
入

教
諭

　

福
島
美
由
紀
（
片
品
中
）

養
護
教
諭

　

原
澤
明
日
香
（
館
林
高
校
）

事
務
主
事

　

井
田　

健
司
（
新
採
用
）

片
品
中
学
校

◎
転
出

教
頭

　

武
井　
　

修
（
薄
根
中
）

教
諭

　

渡
辺　
　

潤
（
吉
井
・
中
央
中
）

教
諭

　

関
谷　

良
子
（
月
夜
野
北
小
）

教
諭

　

福
島
美
由
紀
（
武
尊
根
小
）

◎
転
入

教
頭

　

林　
　

和
高
（
赤
城
養
護
学
校
）

教
諭

　

須
田　

秀
昭
（
県
立
天
文
台
）

教
諭

　

石
坂
み
さ
ほ
（
伊
勢
崎
・
殖
蓮
中
）

教
諭

　

高
山　
　

誠
（
前
橋
・
箱
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　

栗　

生　
　

戸　

丸　

久　

男

　

針　

山　
　

横　

坂　

義　

人

　

下
小
川　
　

金　

子　

成　

徳

　

中　

井　
　

戸　

丸　

守　

夫

　

穴　

沢　
　

宮　

田　

朝　

吉

　

上
小
川　
　

星　
　
　

信　

弘

　

太　

田　
　

林　
　
　

昌　

臣

　

細
工
屋　
　

笠　

原　

秀　

夫

　

阿　

村　
　

横　

坂　

高　

司

　

上　

而　
　

芝　

崎　

健　

司

　

中　

里　
　

池　

田　

好　

孝

　

新　

井　
　

本　

多　

敦　

志

　

古　

仲　
　

星　

野　
　
　

寛

　

伊
閑
町　
　

萩　

原　

睦　

久

　

閑　

野　
　

小　

林　

政　

彦

　

戸　

倉　
　

萩　

原　

秀　

基

　

鎌
田
一　
　

山　

崎　

忠　

克

　

鎌
田
二　
　

中　

村　
　
　

学

　

鎌
田
三　
　

巻　

田　

光　

男

　

鎌
田
四　
　

井　

上　

正　

紀

　

鎌
田
五　
　

星　

野　

光　

夫

◎
消
防
団
新
役
員

　

ラ
ッ
パ
長　

林　
　
　

昌　

臣

　

一
分
団
長　

星　

野　

栄　

一

　

二
分
団
長　

清　

水　

道　

浩

　

三
分
団
長　

星　

野　

政　

之

　

四
分
団
長　

狩　

野　

久　

良

◎
交
通
指
導
員

　

隊　

長　
　

田　

辺　

伸　

幸

　

副
隊
長　
　

星　

野　
　
　

勝
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ロ ー ラ 通 信
Spring in Katashina

片品の春
　春が来ました！もちろん、私は冬を楽しみましたが、やっぱり、
雪が溶けて、暖かくなるのはとってもうれしいことです。春には
やりたいことがたくさんあります。桜や水芭蕉を見たり、山を登
ったり、片品をサイクリングしたり、そして、たくさんの人たち
に会いたいです。
　５月に、「ローラの英会話教室」 を始める予定です。 英語の練習
をしたい人、もう少し英語の勉強をしたい人、または、ただたん
に私とおしゃべりをしたい人。どんな方でもOKですので、ぜひ
来てください！隔週の火曜日、午後７時～８時半の予定で行いま
す。詳細をお知りになりたい方は、教育委員会の樋口さんに相談
をしてください。

Spring is here! Even though I enjoyed the winter, 
I am so happy it is warm and the snow is melting. 
This spring there are so many things I want to do. 
I want to see the cherry blossoms and mizubasho; hike mountains
and bike all over Katashina; and meet more of you! I will be 
starting an English Conversation Class in May. If you are looking to 
practice your English, learn a little more, or just talk with me, 
please come! It will be every other Tuesday from 7pm to 8:30pm. 
Please contact Mr. Higuchi at the Board of Education for more 
information!

※リクエスト本がありましたら教育委員会まで申し出てください。
　次回「みやま号」巡回日に届くように要望いたします。
※日程の変更がある場合があります。その場合は事前に連絡いた
　します。

 

460回
461回
462回
463回
464回
465回

5月9日（金）
7月4日（金）
9月5日（金）
11月7日（金）
1月9日（金）
2月27日（金）

巡　回　数 日　　程

平成２０年度
移動図書『みやま号』巡回中央公民館図書室開放について

『みやま号』巡回日程

◆図書室の移動図書をご利用の方は、
　必ず巡回日の前までに返却してください。

場　　所

片品村中央公民館

図　書　室

第
36
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

　

3
月
8
日
（
土
）
・
9
日
（
日
）
の

2
日
間
第
37
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
片
品
村
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

8
日
に
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
片
品
小
の
横
坂

直
美
さ
ん
、
芝
崎
博
崇
君
が
力
強
く
選

手
宣
誓
を
し
て
開
会
式
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

片
品
村
か
ら
は
67
名
の
選
手
が
参
加

し
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
ス
ポ
少
大
会
入
賞
者
（
10
位
ま
で
）

大
回
転
女
子

　

優　

勝　

横
坂　

直
美
（
片
小
）

　

第
8
位　

入
澤　

澄
玲
（
片
小
）

　

第
10
位　

金
井　

美
憂
（
片
小
）

大
回
転
男
子

　

第
２
位　

星
野　

龍
二
（
片
小
）

　

第
５
位　

八
須
賀
崚
太
（
南
小
）

　

第
６
位　

千
明　

聖
耶
（
片
小
）

距
離
女
子

　

第
２
位　

星
野
あ
す
実
（
武
小
）

　

第
７
位　

星
野　

瑠
美
（
片
小
）

　

第
９
位　

千
明　

礼
乃
（
武
小
）

距
離
男
子

　

優　

勝　

小
笠
原
鯨
太
（
片
小
）

　

第
２
位　

横
坂　

直
樹
（
片
小
）

　

代
３
位　

山
﨑　

成
浩
（
片
小
）

　

第
５
位　

芝
崎　

博
崇
（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

　

第
２
位　

片
品
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

星
野
あ
す
実

　
　
　
　
　

星
野　

瑠
美

　
　
　
　
　

梅
澤　

鈴
香

距
離
リ
レ
ー
男
子

　

優　

勝　

片
品
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

芝
崎　

博
崇

　
　
　
　
　

横
坂　

直
樹

　
　
　
　
　

小
笠
原
鯨
太

　
　
　
　
　

山
﨑　

成
浩

　

選
手
、
監
督
、
コ
ー
チ
の
皆
様
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
大
会

運
営
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
競

技
役
員
の
皆
様
、
会
場
と
な
っ
た
片

品
高
原
ス
キ
ー
場
の
皆
様
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

スピードを出して滑るアルペン選手 クロスカントリー・リレーの様子

村
内
ア
ル
ペ
ン
・
ク
ロ
カ
ン
選
手
代
表

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
三
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

大
竹　

久
代

山
崔
の
吹
き
落
さ
れ
し
春
疾
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

二
月
早
鵤
群
れ
来
る
湖
畔
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

き
つ
つ
き
の
恋
が
鳴
き
あ
ふ
雪
解
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

粉
雪
や
秀
句
を
遺
し
友
逝
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

友
逝
く
や
遺
影
の
顔
の
笑
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

友
の
逝
く
黄
泉
の
地
も
雪
な
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

晶
子
読
み
一
と
日
過
ぎ
ゆ
く
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

蠟
木
や
時
の
鐘
鳴
る
蔵
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

妻
し
の
ぶ
遺
影
に
口
説
く
春
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

さ
よ
な
ら
は
朝
の
水
辺
で
鳥
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

三
月
は
思
い
出
の
月
別
れ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

戸
を
た
た
く
夜
半
の
目
覚
め
や
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

思
い
出
の
娘
の
雛
を
一
つ
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

築
地　

千
明
お
さ
む

句
友
の
訃
重
き
悼
み
や
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

夫
逝
き
て
早
十
年
た
ち
雪
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

春
立
つ
や
施
設
に
贈
る
紙
の
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

リ
ハ
ビ
リ
や
菜
の
花
こ
こ
ろ
安
ら
が
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

母
の
命
日
大
き
な
ぼ
た
も
ち
春
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　

築
地　

千
明
お
さ
む

春
麗
の
武
尊
の
一
字
子
に
貰
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

夜
に
入
り
し
尾
瀬
吹
き
く
だ
る
虎
落
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

新
芽

少
年
の
瞳
輝
き
卒
業
す

　
　
　

南
小
学
校　

俳
句
学
習

　
　
　
　
　
　
　

六
年
一
組　

星
野　

由
朔

中
学
で
バ
ス
ケ
が
で
き
る
春
が
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
須
賀
峻
太

桜
咲
き
早
く
合
い
た
い
新
友
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

拓
実

赤
と
ん
ぼ
夕
焼
け
こ
や
け
真
っ
赤
な
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

隼

冬
山
で
猿
が
け
ん
か
し
騒
い
で
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
暮　

大
輝

こ
た
つ
に
は
上
に
は
み
か
ん
下
は
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
ひ
か
り

夜
の
風
潮
の
に
お
い
を
連
れ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
ま
ど
か

別
れ
の
日
六
年
間
を
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
侑
里
奈

静
か
な
る
雪
が
降
っ
て
る
冬
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
さ
つ
き

鈴
虫
の
鳴
き
声
聞
い
て
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

戸
丸　

好
夫

教
え
け
る
一
茶
と
蠅
の
句
の
深
さ

　

片
品
中
学
校
文
化
祭
俳
句
弟
子
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

井
上
さ
や
か

芒
を
ね
よ
く
摘
ん
だ
ん
だ
小
さ
い
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

萩
原　

さ
き

コ
ス
モ
ス
の
淡
い
ピ
ン
ク
は
恋
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

萩
原　

ま
い

紅
葉
散
る
学
び
舎
の
道
奇
麗
だ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

小
林
み
お
り

合
唱
祭
夜
な
べ
ま
で
し
て
歌
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

千
明　

政
夫

爽
や
か
に
明
日
を
描
く
少
女
達

教育委員会　5 月の諸行事

☆生涯学習・社会体育関係
・おもしろ科学教室
・区対抗ソフトボール大会
・議長杯ゲートボール大会
・婦人会ミニバレーボール大会
・体協長杯グラウンドゴルフ大会
・県民スポーツ祭オープニング大会
・片品カレッジ
　Ａ みんなでラジオ体操
　Ｂ 普通救命講習Ⅰ
　Ｃ ローラの英会話
　Ｄ 教養講座 ( 論語と生活 )①
☆学校関係
・小学校修学旅行
◇片小 
・PTA 役員会議①
・校外学習（1･2 年）
・クリーン大作戦①
◇北小 
・こいのぼり集会
・不審者対応避難訓練
・遠足（1･2 年）
◇南小
・学校支援打合せ
・PTA 役員会議②
◇武尊根小
・不審者対応避難訓練
・武尊根子ども教室
・春の旅行（1～ 5年生）
・武尊根記録会②
◇片中
・生徒総会
・修学旅行
・校外学習（1･2 年生）
・自然観察会（2年生）①
・尾瀬環境ボランティア
・利根郡中体連春季大会
    バスケットボール①②
　野球①､バレーボール､卓球
　野球②
　剣道
　テニス①､柔道､サッカー
    テニス②

※予定が変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。

10 日 ( 土 )
11 日 ( 日 )
15 日 ( 木 )
18 日 ( 日 )

中旬
25 日 ( 日 )

毎週火・木曜
16 日 ( 金 )
20 日 ( 火 )

下旬

23 日 ( 金 )･24 日 ( 土 )

9 日 ( 金 )
19 日 ( 月 )
22 日 ( 木 )

2 日 ( 金 )
16 日 ( 金 )
28 日 ( 水 )

7 日 ( 水 )
15 日 ( 木 )

15 日 ( 木 )
22 日･29 日 ( 木 )

23 日 ( 金 )
28 日 ( 水 )

1 日 ( 木 )
10 日 ( 土 ) ～ 12 日 ( 月 )

13 日 ( 火 )
23 日 ( 金 )
28 日 ( 水 )

4/19( 土 )･4/20( 日 )
4/26( 土 )
4/27( 日 )
4/29( 火 )
3 日 ( 土 )
4 日 ( 日 )

図 書 室 カレンダー   5 月りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 『こころげそう』

　畠中　恵　作　
下っ引きの宇多が恋した人は幽霊となって帰って
きた。自分の思いを伝えられぬまま日々を重ねて
いく。男女９人、幼馴染達の大江戸思いの糸が絡
み合う、ほんのり切ない青春物語。

※『こころげそう　心化粧』
　口には言わないが内心恋焦がれること。
　　（東京堂出版　江戸語辞典より）

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。
＊5月 9日は、みやま号巡回日です。

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10 
11 12 13 14 15 16 17 
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
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お 

し 

ら 

せ

「
緑
化
フ
ェ
ア
利
根
沼
田
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」 

実
施
中

　

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
に
合

わ
せ
て
、
利
根
沼
田
県
民
局
管
内
の
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
巡
っ
て
、
所
定

の
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
す
て
き
な
景
品
が
当
た

り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
期
間

　

３
月
29
日
（
土
）
〜
８
月
17
日
（
日
）

※

各
会
場
に
よ
り
ス
タ
ン
プ
の
設
置
期

間
が
異
な
り
ま
す
。

●
参
加
方
法

　

各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
・
利
根
沼
田
県

　

民
局
・
市
町
村
窓
口
等
で
所
定
の
用

　

紙
を
入
手
し
て
、
３
箇
所
の
ス
タ
ン

　

プ
を
押
印
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
沼

　

田
土
木
事
務
所
へ
持
参
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
県
民
局
沼
田
土
木
事
務
所

　
（
企
画
管
理
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）
５
５
１
１

指
定
ご
み
袋
価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

て
お
り
、
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
原
油
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
ご
み
袋
製
造
の
原
料
樹
脂

価
格
も
値
上
が
り
し
て
お
り
ま
す
。
村

に
お
い
て
も
製
造
業
者
と
協
議
を
重
ね

て
ご
み
袋
の
価
格
据
え
置
き
に
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
状
況

で
は
改
定
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、

４
月
以
降
に
販
売
さ
れ
る
も
の
か
ら
値

上
げ
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
１
袋
（
10
枚
入
）
１
６
８
円
で
販

売
さ
れ
て
い
た
物
が
、
改
訂
後
は
１
袋

（
10
枚
入
） 
１
７
３
円
（
消
費
税
込
） 

で

の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
建
設
課　

環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８ 

） 

２
１
１
４

taspo

（
タ
ス
ポ
）
申
込
受
付
開
始

に
な
り
ま
す
。

発
行
手
数
料
、
年
会
費
は
無
料
で
す
。

　

申
込
書
は
た
ば
こ
販
売
店
店
頭
な
ど

で
入
手
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
社
）
日
本
た
ば
こ
協
会

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
組
み
の
一

環
と
し
て
、 

群
馬
県
の
た
ば
こ
自
動
販

売
機
は
、
２
０
０
８
年
７
月
ま
で
に
成

人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機
に
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
自
販
機
で
た
ば
こ
を
購
入

す
る
際
に
は
、
成
人
に
の
み
発
行
す
る

専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド  「 taspo  （
タ
ス

ポ
）」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

群
馬
県
で
は
、
２
０
０
８
年
２
月
よ

り
カ
ー
ド
の
申
込
受
付
を
開
始
し
、
２

０
０
８
年
７
月
よ
り
使
用
で
き
る
よ
う

募　
　
　

集

試　
　
　

験

平
成
20
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

◎
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
者

（
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程
を
２

年
以
上
修
め
修
士
の
学
位
を
受
け
た
者

に
つ
い
て
は
、
28
歳
未
満
）

●
受
付
期
間

　

平
成
20
年
４
月
１
日(

日)

〜
平
成

20
年
５
月
９
日(

金)

●
試
験
日

○
平
成
20
年
５
月
17
日(

土) 

　

筆
記
試
験

○
平
成
20
年
５
月
18
日(

日) 

　

筆
記
式
操
縦
適
正
検
査
（
飛
行
要
員

　

希
望
者
の
み
）

●
場
所　

新
町
駐
屯
地
及
び
群
馬
地
方

　

協
力
本
部

＊
群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a

●
問
い
合
せ
先

　

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）
４
１
１
１

地
域
の
芽
支
援
事
業

　

地
域
の
課
題
は
住
民
自
ら
の
手
で
解

決
す
る
た
め
取
り
組
む
、
先
駆
的
な
地

域
づ
く
り
活
動
に
対
し
助
成
す
る
、
地

域
の
芽
支
援
事
業
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
活
用
下

さ
い
。

●
補
助
対
象
事
業
者

　

区
及
び
区
内
の
団
体

●
補
助
対
象
経
費

　

事
業
に
必
要
な
原
材
料
・
経
費

●
補
助
金
額
及
び
補
助
率

　

10
万
円
以
下
で
、
予
算
の
範
囲

●
締
め
切
り

　

５
月
30
日(

金)

●
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
２

枝切り作業を行う戸倉のみなさん

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら

①
戸
籍
証
明
書
の
請
求

②
婚
姻
・
養
子
縁
組
等
の
戸
籍
届

③
住
民
票
の
写
し
等
の
請
求

④
転
出
・
転
入
等
の
異
動
届

等
を
行
う
時
に
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

●
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

運
転
免
許
証
・
写
真
付
き
住
基
カ
ー

ド
な
ど
の
証
明
書
の
提
示
に
よ
り

「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
事
務
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
等
が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
。  

●
代
理
人
及
び
使
者

委
任
状
な
ど
の
書
面
に
よ
り
代
理
権

限
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

尚
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
３
年

間
に
限
り
、
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
正
当
な
理
由
を
明
示

　

請
求
理
由
を
詳
し
く
記
入
及
び
関

係
書
類
の
提
出
に
よ
り
、
正
当
な
請

求
で
あ
る
か
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
②
及
び
④
の
届
出
を
ご
本
人
以
外

が
行
っ
た
場
合
ご
本
人
に
確
認
の
通

知
を
行
い
ま
す
。

●
制
裁
の
強
化

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て

戸
籍
証
明
書
の
交
付
及
び
住
民
票
の

写
し
等
の
交
付
な
ど
を
受
け
た
者
は
、

30
万
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
住
民
係

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
６

（
再
発
行
を
除
く
）

片 品 村

片品村役場住民課

　地域福祉・地域福祉活動計画策定を記念して、
福祉映画の上映を行います。
　実在した盲目の女性教師の少女時代をモデルに
した作品です。障害を持ちながら健気に生きる少
女と彼女を取り巻く人達が深い感動を与えてくれ
ます。
　
　すでに、上映試写会では大きな反響を呼んでお
ります。この機会にひとりでも多くの皆さんに鑑
賞していただきたいとご案内します。

片品村社会福祉協議会から
　　ふくし映画会のお知らせ

● 日　時　平成 20 年 6月 6日　午後 6時 30 分から
● 場　所　片品村文化センター
● 入場料　
　前売券　一般 1,500 円　小・中・高生 800 円
　当日券　一般 1,500 円　小・中・高生 1,000 円
　チケットの購入は、社会福祉協議会や参加団体で
　取り扱います。

（参加団体）子ども会育成会・身体障害者の会・民生児
童委員会・老人クラブ連合会 . 婦人会・  村内小中学校・ 
村内小中学校ＰＴＡ・手をつなぐ親の会 ・ 商工会 . 農業
協同組合 ・ 森林組合 ・福祉委員会・桜花苑・保健推進員
会・母子会 . 尾瀬片品ライオンズクラブ・国際ソロプチ
ミスト利根ぬまた・遺族会 . 更生保護女性会・芸能鑑賞会

● 問い合わせ先
　片品村社会福祉協議会　　（58）4812

　

社
会
保
険
庁
で
は
平
成
19
年
12
月
か
ら
、
皆
様
に
年
金
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
３
月
ま
で
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送
付
さ
れ
た
方
を
除
く
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
の
方
へ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
・
・
・

国　

民　

年　

金

０
５
７
０‐

０
５
８‐

５
５
５
（
受
付
時
間
）
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
「
０
３‐

６
７
０
０‐

１
１
４
４
」
第
二
土
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

片
品
村
の
入
湯
税
特
別
徴
収
義
務
者
（
温
泉
宿
経
営
者
）
は
昨
年
６
者
増
え
て
全
部
で
94
者
あ
り
ま
す
。

入
湯
税

　

徴
収
で
き
ま
し
た
平
成
18
年
度
の
入
湯
税
の
歳
入
額
は
４
１
８
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
と
、◎
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
、◎
鉱
泉

源
の
保
護
管
理
施
設
の
整
備
、◎
消
防
施
設
等
の
整
備
、◎
観
光
施
設
の
整
備
、◎
観
光
振
興
の
５
項
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
湯
税
使
途
状
況
等
に
関
す
る
調
査
報
告
を
開
示
し
ま
す
と
、
消
防
施
設
等
の
整
備
に
２
７
０
万
７
千
円
、
観
光
振
興
の

う
ち
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
費
73
万
円
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
費
３
０
万
円
、
広
告
宣
伝
費
１
４
４
万
９
千
円
、
以
上
の
と
お
り
平

成
18
年
度
の
４
１
８
万
６
千
円
の
使
途
を
、
県
に
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
の
も
入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
の
ご
尽
力
の
賜
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
入
湯
税
は
月
末
で
閉
じ
て
翌
月
の
15
日
ま
で
に
１
ヶ
月
分
を
取
り
ま
と
め
て
申
告
納
付
く
だ
さ
い
。】

□助成受付期間

平成 20 年 4月 1日～６月 30 日

□対象

・群馬県在住

・保険適用となっているインターフェロン

　製剤による治療を受ける、 B 型慢性活動

　性肝炎及び代償性肝硬変び  C  型慢性肝

　炎及び代償性肝硬変で、 国の認定基準を

　満たす方。

□申請受付：沼田保健福祉事務所

□助成内容：助成期間内の初診料・再診料

・肝炎診療に係る検査（血液、画像）料、

入院料、薬剤料

※患者一部自己負担額を除いた額

（健康保険から支給される高額療養費等は

助成額には含まれません）

□申請にあたっての留意点

・現在治療中の方は、必ずしも４月中に申

　請する必要はありません。

　公費助成の認定基準に合致しているか主

　治医にご相談下さい。

　平成 20 年６月 30 日までに申請し、 県審

　査委員会で認定されれば、４月１日まで

　さかのぼって助成となります。

・申請は、   主治医と相談の上、  治療計画を

　踏まえて行って下さい。

□問い合わせ先：沼田保健福祉事務所

B 型ウイルス性肝炎 ・ C 型ウイルス性肝炎の
インターフェロン治療費助成を開始します

1

2

0278-23-2185
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17 広 報 か た し な        H20 .04

尾
瀬
太
鼓
の
会
員
募
集
！

　

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体
力
づ

く
り
、
ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は
生
活

の
リ
ズ
ム
を
養
う
こ
と
に
結
び
つ
く
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
和
太
鼓
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
入
会
資
格

　

村
内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら

　

大
人
ま
で

●
入
会
申
込
み

　

平
成
20
年
４
月
末
日
ま
で
に
役
場
む

ら
づ
く
り
観
光
課
内
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

事
務
局
へ

●
練
習
日　

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　
（
子
ど
も
は
月
曜
日
の
み
）

●
練
習
場
所　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
せ
先　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
２

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
を
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
を
助
成

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費

を
助
成
し
ま
す
。
自
分
が
健
康
だ
と
感
じ
て
い
る
と
き
か
ら
、
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
生
活
習
慣
病
は
長
い
間
、
病
気

の
進
行
に
気
付
か
な
い
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
年
に
一
度
は
、
検
診

を
受
け
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
期
間
﹈
４
月
〜
３
月

﹇
対
象
﹈
満
40
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

お
り
国
保
税
完
納
世
帯
の
人

﹇
助
成
額
﹈
平
成
20
年
度
か
ら
検
診
費
の
３
分
の
２
で
２
万
６
千
円
を

限
度
の
助
成
に
な
り
ま
す
。 

日
帰
り
、 

１
泊
２
日
の
別
に
関
係
な
く
一

件
に
つ
い
て
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
﹈
４
月
１
日
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
必
ず
申
し

込
み
を
し
て
か
ら
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

国　

保　

だ　

よ　

り

）平成１９年度　国保税第１１期　納税率調（税額）
国保税 村全体(国保税)

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

白
根 

丸
沼

（平成２０年　3月 10 日現在）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
変
更
点

●
国
保
の
退
職
者
の
対
象
は
65
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

●
現
在
２
割
負
担
の
３
歳
未
満
の
子
供
の
自
己
負
担
が
小
学
校
入
学

前
ま
で
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

●
40
歳
〜
74
歳
の
人
は
医
療
費
の
縮
減
を
目
指
し
て
、
特
定
健
診
、

特
定
保
健
指
導
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
健
診
日
程
は
別
途
配
布
さ
れ

ま
す
。

●
75
歳
以
上
の
人
は
全
員
（
保
険
の
種
類
を
問
わ
ず
）
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
し
ま
す
。

●
福
祉
医
療
の
こ
ど
も
の
対
象
範
囲
は
通
院
が
小
学
校
卒
業
ま
で
、

入
院
が
中
学
校
卒
業
ま
で
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
費
を
助
成

今年から従来の基本健診が特定健診に変わります
　法律改正により、今年から特定健診が実施されます。改正点等について、詳しくは対象者に配布されました「総合

健診のご案内」及び「国保以外の方の特定健診に関するお知らせ」をご覧下さい。尚、特定健診以外の結核健康診断

及びがん検診は、従来通り全住民の方が受けられますので、今回の総合健診を受けて下さい。国保以外の方について

は、９月４・５日の２日間に受診していただく機会を設けましたが、特定健診のみの実施です。

　また、昨年 11 月に「特定健診実施に向けてのアンケート」のご協力ありがとうございました。アンケート結果は、

下図の通りです。今年度の実施については、アンケート結果をできる限り反映させていただきましたが、細部につい

ては、今後も検討を重ねていきたいと考えています。問４の自己負担希望額については、県内の状況も含めて、アン

ケートに反した結果になっていますが、ご理解下さい。
問1　特定健診の実施希望方法

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合健診
特定健診のみ
その他

問２　実施希望時期

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

問３　特定健診実施予定機関

0% 20% 40% 60% 80% 100%

村の健診

医療機関

人間ドック

勤務先

その他

問４　自己負担希望額

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未記入

0円

100円

500円

1000円

1500円

2000円

2500円

3000円

4000円

5000円

6000円

問５

・自己負担について、   「なるべく少ない方がいい」   という意見

   が多数。中には「多少の自己負担も仕方がない」という意見

   もみられた。

・場所について「広い会場は、寒い、回るのが大変」

・「待ち時間が長すぎる」「時間がかかりすぎる」

・「乳がん・子宮がん検診を毎年やってほしい」

・「社保も健保も今まで通り、 村で受けられるようにしてほしい」

・「問診や、 レントゲンの際にプライバシーが守られていない」

・「健診の事後指導が義務化されたのは、 よいことだと思う」

輝輝
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�
�
�
�
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笠
原　

和
（
あ
い
）
さ
ん
（
越
本
）

　

先
月
の
片
品
ス
キ
ー
選
手
権
で
３
度

目
の
女
子
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
笠
原
和

さ
ん
。
お
会
い
し
て
み
る
と
、
華
奢
な

体
の
何
処
に
男
勝
り
の
タ
イ
ム
を
出
す

パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

和
さ
ん
は
前
橋
市
出
身
で
小
学
生
か

ら
市
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
り
主
に
片

品
村
の
ス
キ
ー
場
で
練
習
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

高
校
時
代
ま
で
ス
キ
ー
部
に
籍
を
置

き
基
礎
ス
キ
ー
を
中
心
に
滑
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。

　

社
会
人
に
な
り
ス
キ
ー
を
す
る
環
境

を
求
め
て
片
品
村
に
来
た
そ
う
で
す
が
、

こ
の
こ
ろ
に
は
ス
キ
ー
＝
片
品
と
思
え

る
ほ
ど
片
品
に
は
愛
着
が
あ
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
。

　

夫
の
高
広
さ
ん
と
は
尾
瀬
関
係
の
仕

事
で
出
会
い
、
趣
味
が
共
通
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
い
つ
か
し
ら
、
ロ
マ
ン

ス
リ
フ
ト
に
同
乗
す
る
仲
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。　

　

平
成
16
年
に
初
出
場
し
た
片
品
選
手

権
は
学
生
の
時
以
来
の
レ
ー
ス
で
し
た

が
、
同
年
、
群
馬
県
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
に
も
参
戦
し
て
い
ま
し
た
。
所
属
の

片
品
ス
キ
ー
学
校
の
先
輩
か
ら
の
指
導

や
一
緒
に
出
場
し
た
高
広
さ
ん
と
の
練

習
も
あ
り
２
年
目
の
平
成
17
年
に
は
初

優
勝
。
18
年
に
は
見
事
連
覇
を
達
成
。

出
産
な
ど
で
19
年
か
ら
出
場
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
嫁
ぎ
先
の
旅
館
を
手
伝
い
な

が
ら
月
に
２
・
３
回
は
ゲ
レ
ン
デ
に
出

て
い
る
そ
う
で
す
。

  「 

今
は
、 

あ
ま
り
ゲ
レ
ン
デ
に
行
け
な

い
ぶ
ん
、
滑
れ
る
時
間
が
と
て
も
充
実

し
て
い
て
、
ス
キ
ー
っ
て
こ
ん
な
に
楽

し
か
っ
た
ん
だ
な
と
、
改
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。
娘
に
も
早
く
ス
キ
ー
の
楽

し
さ
を
教
え
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
た　

和
さ
ん
。

　

女
性
は
子
ど
も
を
産
む
と
体
力
が
落

ち
、
戻
る
ま
で
大
変
だ
と
聞
き
ま
す
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

かたしな高原スキー場で凜音ちゃん夫の高広さんと

きれいなフォームで滑る　和さん

保険別回答率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国保

社保

団体・共済

その他

保険等未記入

合計

保　険　だ　よ　り




